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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年11月19日(2020.11.19)

【公開番号】特開2020-24152(P2020-24152A)
【公開日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2020-006
【出願番号】特願2018-149049(P2018-149049)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｆ   1/684    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｆ    1/684    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月7日(2020.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被計測流体が流れる主流路（１２）に挿入された状態で前記主流路に取り付けられ、前
記主流路における前記被計測流体の流量を測定する流量測定装置（２００）であって、
　前記流量測定装置の前記主流路への挿入方向に延びる側面を有するハウジングと、
　前記ハウジングの内部に形成され、前記主流路を流れる前記被計測流体の一部を流通さ
せる副流路（２２０）と、
　　前記側面に設けられ、前記主流路を流れる前記被計測流体を前記副流路内へと流入さ
せる入口部（２３０）と、
　　前記副流路内を流れる前記被計測流体を前記主流路へと流出させる出口部（２４０）
と、
　前記副流路のうち前記入口部と前記出口部との間に設けられ、前記副流路を流れる前記
被計測流体の流量を検出する流量検出部（２６０）と、
　前記副流路のうち前記流量検出部と前記出口部との間に設けられ、前記副流路と前記主
流路とを連通させる連通孔（２７０）と、を備え、
　前記副流路のうち前記流量検出部と前記出口部との間の流路であって前記連通孔が設け
られた流路について、前記流量検出部と前記連通孔との間の少なくとも一部における前記
副流路の流路断面積は、前記連通孔と前記出口部との間における前記副流路の流路断面積
より小さい、流量測定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の流量測定装置であって、
　さらに、前記副流路のうち前記入口部と前記流量検出部との間に設けられ、前記副流路
と前記主流路とを連通させる排出口部（２５０）を備える流量測定装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の流量測定装置であって、
　前記連通孔は、前記主流路において前記入口部が設けられた側面と対向する面の側から
前記被計測流体が流通した場合において、前記ハウジングのうち前記対向する面の圧力よ
り圧力が小さくなる壁面に設けられている、流量測定装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の流量測定装置であって、
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　前記連通孔が設けられた壁面は、前記入口部が設けられた壁面である、流量測定装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか一項に記載の流量測定装置であって、
　前記副流路は、前記流量検出部と前記連通孔との間に流路断面積を小さくする段差部を
有する、流量測定装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の流量測定装置であって、
　前記段差部は、前記連通孔の開口と隣接した位置に設けられている、流量測定装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか一項に記載の流量測定装置であって、
　前記出口部側から見た場合において、前記連通孔の開口の少なくとも一部は、前記出口
部の開口と重なる、流量測定装置。
【請求項８】
　請求項３または請求項４に記載の流量測定装置であって、
　複数の前記出口部を備え、
　前記複数の出口部は、前記主流路において前記入口部側から前記被計測流体が流通した
場合において、前記ハウジングのうち前記対向する面の圧力より圧力が小さくなる壁面に
設けられ、
　前記副流路は、前記流量検出部と前記複数の出口部との間で分岐し、前記複数の出口部
と前記連通孔とを連通させる分岐流路（２２６）を有する、流量測定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本開示の一形態によれば、被計測流体が流れる主流路（１２）の外部側から挿入された
状態で前記主流路に取り付けられ、前記主流路における前記被計測流体の流量を測定する
流量測定装置（２００）が提供される。この流量測定装置は、前記流量測定装置の前記主
流路への挿入方向に延びる側面を有するハウジングと、前記ハウジングの内部に形成され
、前記主流路を流れる前記被計測流体の一部を流通させる副流路（２２０）と、前記側面
に設けられ、前記主流路を流れる前記被計測流体を前記副流路内へと流入させる入口部（
２３０）と、前記副流路内を流れる前記被計測流体を前記主流路へと流出させる出口部（
２４０）と、前記副流路のうち前記入口部と前記出口部との間に設けられ、前記副流路を
流れる前記被計測流体の流量を検出する流量検出部（２６０）と、前記副流路のうち前記
流量検出部と前記出口部との間に設けられ、前記副流路と前記主流路とを連通させる連通
孔（２６０）と、を備え、前記副流路のうち前記流量検出部と前記出口部との間の流路で
あって前記連通孔が設けられた流路について、前記流量検出部と前記連通孔との間の少な
くとも一部における前記副流路の流路断面積は、前記連通孔と前記出口部との間における
前記副流路の流路断面積より小さい。
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